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地域審議会の設置に関する協議第8条第6項による委員以外の出席者
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	皆様、本日はお忙しい中、お集まりをいただきましてありがとうございます。本日の会議の進行を務めさせていただきます石橋でございます。よろしくお願いいたします。

　それでは、定刻となりましたので、平成22年度第４回蓮沼地区地域審議会を開会させていただきたいと思います。

　初めに、本日の会議の出席者についてご報告をいたします。本日の会議でございますが、次第の裏に名簿が用意してございますが、善塔委員、それから、金杉委員、それから、飯島委員、片岡委員、４名の欠席となってございます。

　現在、定員11名のところ、７名の出席をいただいております。地域審議会設置に関する協議第８条第４項の規定により、委員の出席が過半数を超えておりますので、本日の会議が成立いたしますことをご報告いたします。

　また、本日の会議でございますが、議事録作成の都合上、会議内容を録音させていただきたいと思います。大変申しわけございませんが、ご発言の際には必ず挙手の上、議長の指名を受けた後、お名前を述べた上でご発言をいただきますよう、よろしくお願いをいたします。

　それでは、会議次第によりまして会長からごあいさつをいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

　本日はなかなか冬が通り過ぎない中、お忙しい中をお集まりいただきまして、ありがとうございます。感謝を申し上げる次第であります。

　本日のメイン議題であります成田空港の容量拡大（30万回）についてであります。このことについて、空港会社より、伊藤様、月岡様、持田様、ご出席を賜りありがとうございます。感謝を申し上げる次第であります。

　この地区には成田空港の直下ということがあって、それが22万回から30万回になるということは、既に決定済みであります。しかし、その直下に住んでいる市民の皆様には、このことについて、ただいまから空港会社のほうよりご説明がございます。どうか、活発な議論をお願い申し上げる次第であります。

　空港会社についてもこれをクリアして、この地域経済に大いに寄与していただきたいというのは私どもの希望であります。

　それから、２番目には、地域振興基金運用益の活用についてということについて提案がございます。そのことについても、お話し合いをしていただきたいと存じます。

　時間がないわけでありますので、この辺でごあいさつを終わらせていただき、議論に入りたいと存じます。本日はどうもご苦労さまでした、ありがとうございます。

　ありがとうございました。

　それでは、この後の議事につきましては、審議会の設置に関する協議第８条第２項の規定により、会長に議事をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。

　それでは、会議に入る前に、山武市蓮沼地区審議会運営要綱２条の規定によりまして、議事録の署名委員２名を私のほうから指名をさせていただきます。本日は木島委員と秋葉委員にお願いをいたしたいと存じます。よろしくお願いします。

　それでは、ご了解を賜りました。議事に入らせていただきます。

　まず、空港会社より、議題に載っております１番、「成田国際空港の容量拡大（30万回）について」、ご説明をお願いいたします。よろしくお願いします。どうぞ。

　成田国際空港株式会社地域共生部、伊藤と申します。本日はこの審議会のほうに説明させていただく機会をいただきまして、本当にありがとうございます。

　詳細について、今から成田空港の現在と将来と、あと30万回についてご説明させていただきます。簡単に最近の情勢だけちょっとご説明をさせていただきます。

　昨年の３月に、2,500メートルの滑走路の完成後に、20万回という発着は22万回ということで運用させていただいています。

　そして、７月にはスカイアクセスという、東京と空港間を最短36分で結ぶという電車も通ることになりました。そして、これからご説明する30万回については、四者協議会というものがありまして、国、県、それから３市を合わせた９市町、あと成田空港会社ということで30万回、これは10月13日にいただきました。

　それに向けては、私ども、環境対策や共生策というものをしっかりやって地域のご理解を得ると。地域も30万回という道を選んで良かったというふうに言ってもらうように、私どもも頑張らなきゃいけないということで、今やっているところでございます。

　私どもは地域にお約束したそういう環境対策、地域共生策というものをしっかりやって、皆さんに信頼される空港にしたいと思っていますので、よろしくお願いいたします。

　詳細については、月岡マネージャーのほうから説明させていただきます。

　すみません、空港会社の月岡と申します。これから、まず、こちらの資料で最初ご説明させていただきまして、それが終わった後に、「容量拡大（30万回）に係る確認書」ということで、縦の資料でご説明をさせていただきます。すみませんが、座ったままご説明をさせていただきたいと思います。

　まず、「成田空港の現在と将来」という資料を見ていただきたいと思います。まず、１ページ目を開けていただきたいと思います。最初に「成田空港の運用実績推移」ということで、私ども成田空港の開港から2009年までですが、運用実績の推移を載せてございます。

　空港の運用ということでよく使われる指標といたしまして旅客数、発着回数、貨物量というのがございますので、その３つがどのような形で、開港から現在までに至っているかというのを表示したものでございます。

　青線の旅客数、発着回数、貨物量につきましても、おかげさまをもちまして、開港以来、右肩上がりの状況で推移してございます。

　ただ、やはり国際空港でございますので、例えば、2001年９月に米国同時多発テロが起きたり、2003年３月にイラク戦争、SARSがあったとき、あと、2008年、これはリーマンショックから始まる世界同時不況、このような世界的な大きな動きがあったときにつきましては、やはり、成田空港は国際空港でございますので、それを反映して、旅客数、発着回数、貨物量とも、一時的に減少していることはございます。

　ただ、先ほど、冒頭でご説明しましたけれども、右肩上がりで現在まで順調に推移してございます。2009年度の実績でございますが、旅客数につきましては、3,285万人ということで、開港時の１日平均で約４倍にふえております。その3,285万人につきましては、１日当たり９万人の方が成田空港をご利用いただいております。

　発着回数につきましては、18万7,000回ということで、こちらも開港時の3.1倍になっております。１日当たり513回も離発着が行われております。

　貨物量につきましても、196万3,000トンということで、開港時のこちらは約5.2倍ですね、5.2倍に伸びております。１日当たり5,378トンの貨物を取り扱ってございます。

　それで、最近の状況なんですが、２ページ目をご覧いただきたいと思います。「成田空港の最近の運用状況比較」ということで、過去５年間の月別の推移を表示してございます。これも発着回数、旅客数、航空貨物量ともども、2008年世界同時不況で一時的に落ちていたんですけれども、その影響を受けて2009年度は減っていたのですが、2010年度に入りまして、赤線の部分なんですが、10月までは順調に、徐々にですが回復傾向にございました。

　それで11月以降でございますが、羽田空港が、昨年10月末に、国際線の定期便を就航させたということで、その影響を受けまして、今一時的に減ってございます。

　羽田空港の影響のほかに、あと考えられるものといたしまして、今、日本航空が再建をしております。その関係で、日本航空が非常に減便をしているという影響も受けております。

　また、年末年始、こちらも新聞では載っておりましたが、成田空港は約13％お客様が減りました。それも、ちょうど年末のころ、尖閣諸島の問題が発生しておりまして、中国人のお客様が減ったと、そのようなこともございまして、12月につきましては、11年につきましては影響を受けております。徐々にですが、回復までは言えませんが、徐々に増えていくような傾向が見られると思います。

　それで、３ページ目を見ていただきたいと思います。成田空港の施設概要について、簡単にまとめてございます。まず、成田空港、2009年10月にＢ滑走路ということで、２本目の滑走路で、Ｂ滑走路が2,500メーター化されることによって、大型機の就航が可能になってございます。

　2010年３月には空港容量が20万回から22万回に拡大しまして、「成田空港の国際航空ネットワークは大幅に拡大」と書いてございますが、22万回というのに、４社ほど新しい航空会社が成田に新規で乗り入れてございます。

　エティハド航空とエミレーツ航空、これはＵＡＥの航空会社です。あと、カタール航空、これはカタールの航空会社、あとマカオの航空会社、マカオ航空、この４社が新たに乗り入れを行っております。

　現在ですが、空港容量（30万回）に向けた施設整備を進めてございます。その施設整備につきましては、ピンク色の部分、赤色の線の部分で行ってございますけれども、これにつきましては、いろいろご説明する機会がありますので、ここでは省略をさせていただきたいと思います。

　４ページ目につきましては、「騒音対策実施状況」ということで、私ども空港会社がこれまでに行ってきた航空機騒音対策について再検討をさせていただきます。航空機騒音対策といたしましては、大きく分けまして３つほど柱がございます。１つは発生源対策、もう１つは空港構造の改良、もう１つは空港周辺対策、この３つの柱に分かれております。

　それで、青色の数字が書いてございますが、こちらにつきましては、今まで、その対策にかけた費用を、単位は億円になっておりますけれども書いてございます。かっこ内の数字につきましては、2009年度の実績でございます。

　発生源対策につきましては、機材改良、発着規制、運航方法の改良等がございます。空港構造の改良、これは空港のことになりますけれども、空港の騒音を外へ出さないということで、防音林、防音堤等の整備を行っております。

　空港周辺対策といたしましては、土地利用、補償等、その他ということで分かれております。土地利用につきましては、騒特法という法律がございます。これは土地の規制をする法律でございますが、その法律に基づく対策、あと、計画的な土地利用。補償等につきましては、防音工事、共同施設の整備、あと移転補償、電波障害対策、このようなものがございます。

　その他といたしましては、後でご説明しますが、騒音測定、あと、私どもほうから、周辺対策交付金ということで、関係市町に交付金を交付させていただいておりますが、その交付金。あと落下物、これはあってはならないことですが、落下物を落とさないような対策、このような対策を現在まで行っております。

　累計としましては、現在まで、3,553億円ほど環境対策を行っております。ちなみに、2009年度につきましては、90億円の環境対策を実施しております。

　５ページ目をご覧いただきたいと思います。こちらは平成21年度になりますが、航空機騒音測定についてご説明いたしたいと思います。私ども成田空港は南北にございますが、成田空港周辺では104局、それで、うち、私どもＮＡＡが行っている測定局は33局ございますが、この測定局で、24時間体制で騒音の監視を行っております。

　なお、山武市さんのほうには、現在９局の測定局が設置されておりまして、すべての測定局で騒防法の基準内におさまっているという結果になってございます。

　図を付けてございますが、山武市さんにつきましては、このような形で、騒音測定を実施させていただいております。それで、設置者といたしまして、青色の丸が山武市さんが設置されている測定局、黄色が千葉県さんが設置されている測定局、赤色の部分が、私ども空港会社が設置している測定局になります。その１年間のＷ値ということで、航空機騒音を表す値につきましてはこのような形になってございます。

　６ページ目を見ていただきたいと思います。今図で見ていただいた地区につきまして表示しております。それで、20年度、21年度の結果を比較してございます。この９カ所につきましては、20年度と21年度を見ていただきますと、どの局におきましても、対前年度を下回るような値になってございます。

　特に蓮沼地区につきましては、青色の部分になりますが、20年度は68.9Ｗだったものが68.2Ｗということで、0.2Ｗほど、騒音の測定の結果は低くなってございます。

　次、７ページ目を見ていただきたいと思います。こちらが今回の市の議題であります、空港容量拡大（30万回）の取り組み状況を表示したものでございます。それで、最初に30万回に向けたこれまでの取り組み状況について、過去を遡ってご説明をしたいと思います。

　まず、①といたしまして、「成田国際空港都市づくり推進会議」、このような会議がございます。この会議につきましては、右上に図にしておりますが、成田空港周辺の山武市さんを含めた９市町が、国際空港都市づくりを目指して交通インフラ整備、交流促進、産業集積、住みよいまちづくり等の取り組みを連携して推進していくために設置された会議でございます。

　この会議の中で、第２回会議になるんですが、その中で、私ども空港会社に対して容量拡大についての説明を、要請を受けました。それを受けまして、私どもといたしましては、３回の会議で、私ども空港会社のほうから、成田空港の容量拡大の方向と可能性についてご説明させていただきまして、30万回と説明をさせていただきました。

　それで、右下に書いてございますが、その内容といたしましては、成田空港のポテンシャル、最大処理能力の可能性ということで図にしてございますけれども、Ａ滑走路、4,000メートルの滑走路については、これまで年間13万5,000回の発着回数を15万回にすると、15万回までは処理可能と、それは運用面での制約を解消することで、15万回まで処理することは可能とご説明させていただきました。

　それと、もう１本の滑走路、2,500メートル、こちらは現状6万5,000回（年間）になっておりましたが、こちらも同じようにＢ滑走路の運用面等の制約を解消することで、Ａ滑走路と同等の処理が可能ということで、２つ滑走路がございますが、Ａ滑走路で15万回、Ｂ滑走路で15万回ということで、最大30万回までの処理が可能ということをご説明させていただきました。

　それで、③に戻っていただきまして、地域への説明ということで、一昨年ですか、一昨年の12月25日に四者協議会という会議がございます。それに県、空港周辺９市町、私どもの四者で構成している会議でございますが、その中で、国のほうから飛行コースについて、私どもの空港会社のほうから、30万回時における予測騒音コンターについて、環境対策、地域共生策の基本的な考え方、空港容量拡大に向けた施設整備について、ご説明をさせていただきました。

　ここの場で、基本的には合意をいただきまして、ただし、地域に丁寧な説明をしなさいということで、基本的な原則、合意をいただいております。

　その後、住民説明会を実施いたしまして、その中で、成田、芝山さんの場合ですが、地域からの提案が４月13日にございました。

　そのようなこと受けまして、住民説明会を実施しまして、昨年の10月13日に空港容量30万回について合意ということで、四者協議会で、空港容量拡大30万回に係る確認書を締結させていただきました。

　この具体的な内容につきましては、次の資料でご説明させていただきますので、30万回に向けた取り組みにつきましては、このような経緯を経て確認書の締結に至ったということをご説明させていただきたいと思います。

　それで、８ページ目をご覧いただきたいと思います。「容量拡大に向けた整備計画（マスタープラン）」ということで、これは私どもの整備計画についてご説明をさせていただきたいと思います。

　空港を上空から撮った航空写真をつけております。上にある滑走路がＢ滑走路、下にある滑走路がＡ滑走路となります。それで、まず、オレンジ色の部分、この部分につきましては、新設誘導路の整備及びへの字誘導路の改良、への字誘導路の改良につきましては、これはもう工事が終わりまして、10日から、昨日改良が終わりまして、昨日から使ってございます。

　そのほか、旅客ターミナル、貨物ターミナル、エプロン、給油施設と、このような場所で施設整備を進めることとしております。ＬＣＣにつきましても、こちらの需要動向を見極めた上で、ＬＣＣの受け入れについても対応するということで、今、いろいろ検討を進めているところでございます。

　９ページ目をご覧いただきたいと思います。「地元合意後における空港容量拡大に向けた今後の流れ」ということで、まず、縦軸に年度を書いてございます。2009年度から2014年度まで。それで、そのときの施設面・運用面の課題を横軸に書きました。それで、それを解決することによりまして、年間の発着能力がどれだけ、成田空港は向上できるかということを表にしてございます。

　まず、2009年度北伸計画の供用で22万回、2010年度、先ほどご説明したへの字誘導路の改善、運用制限の緩和、2011年度、同時離着陸運用の導入、駐機場、これは航空機が止まる場所です。駐機場の増設をすることによって25万回、2012年、新設誘導路の供用、駐機場のさらなる増設で27万回、2013年もさらに駐機場を増設することによりまして、2013、14と、駐機場を増設することによりまして、成田空港の施設の能力としましては、30万回の対応が可能になります。

　これはあくまでも、成田は最短で、今は2011年ですから、あと１年、２年、３年で、30万回の施設整備ですが、可能であるということをご説明させていただきました。

　こちらの資料につきましては以上になります。縦の、空港「容量拡大（30万回）に係る確認書」、こちらの資料を見ていただきたいと思います。これが先ほど申しました30万回に合意するに当たりまして、国、県、空港周辺９市町、及び私どもの空港会社で確認した確認書のコピーになります。

　まず、１ページ目、まず、１枚開いていただきます、空港「容量拡大（30万回）に係る確認書」の前段で、先ほど、私が説明したようなことを書いてございます。それで、１の上に、「四者は」ということで始まる段落がありますが、「四者は、これに基づき、関係住民に対して鋭意説明を行ってきた。様々な課題はあったものの成田空港の容量拡大は、周辺地域はもとより千葉県の発展につながるものであることから、地域の共通理解である「地域と成田空港の共栄」を目指すことを確認し、以下のとおり合意する。」ということで合意しております。

　１番につきましては、発着枠の30万回の増加ということで、千葉県及び９市町は現在の年間発着枠22万回を30万回までに拡大することについて、了承するということでいただいております。

　２番につきましては、こちらは騒音区域の変更、年間の発着枠が30万回になることによりまして、騒音区域が変更になっておりますので、それについて確認をしております。

　（１）としましては、「騒防法について」と、騒防法という法律は、空港周辺で住宅防音工事などを実施する根拠となる法律でございますが、こちらにつきましては、国が区域指定を行うんですが、「（別図１）について了承する。」ということで了承されております。

　こちらは、蓮沼さんのほうには直接は関係はありませんが、別図１の、後ろから３枚目で、このような資料を載せていると思いますが、空港周辺で緑色の部分、水色の薄い線で一部見づらいんですが、こちらが騒防法という法律、住宅の防音工事をする騒防法という法律の、現在の第１種区域を示しております。

　この１種区域につきまして、30万回になったときの予測騒音コンターが突出する部分、これ、空港周辺の横側にあるんですが、緑色の部分、ちょっと、見づらくて恐縮ですけれども、この部分につきましては、この法律の指定区域を拡大するということで確認をしてございます。

　市町としては、成田と芝山の一部を見直しております。（２）につきましては、また戻っていただきまして、「騒特法について」ということで、こちらは、騒特法という法律は、土地の利用規制を実施する法律でございます。

　例えば、土地の利用規制と申しますと、住宅につきましては、防音工事をしなければ住宅を建ててはならないとか、そのような利用規制をする法律でございますが、こちらにつきましては、「四者は、関係市町と協議の結果、千葉県がまとめた地区設定案（別図２）について了承するとともに、今後千葉県が策定する「航空機騒音対策基本方針」及び都市計画決定に向けて協力することとする。」というふうに書いてあります。

　この中で触れております「航空機騒音対策基本方針」というのは、10月以降からは手続が進んでおりまして、３月４日に県のほうで基本方針を定められております。それで、今後、都市計画決定、それを、区域をきちんと定める都市計画の決定に向けての手続に入っていくような段階になってございます。

　区域といたしましては、後ろから２枚目の別図２を見ていただきたいと思います。こちらにつきましては、騒特法の変更する部分につきまして、こちらにつきましても蓮沼さんのほう、直接には関係ございませんが、空港周辺で「航空機騒音障害防止特別地区とすべき地域」ということで、青色の部分につきまして、この地域に入ることによりまして、ここに新たに家を建てる場合は、住宅防音工事をしないと、許可が下りないと、自分でですね、自分でやらないと許可が下りない、そのような区域でございますけれども、このような形で空港周辺で拡大するような案になっております。

　それで、赤色の部分、こちらにつきましては、「航空機騒音障害防止特別地区とすべき地域」ということで、この赤色の部分につきましては、この部分は航空機騒音が著しいということで、家屋の移転補償の対象となる区域でございますが、このような赤色の部分が追加されるということになっております。

　こちらにつきましては、先ほどもご説明しましたが、今後都市計画の手続の中で、この区域をきちんと定められるようになってございます。

　また戻っていただきまして、その次の３番を見ていただきたいと思います。「飛行コースの変更等について」ということで、「四者は、今後の飛行コース及び混雑防止策について、別図３のとおり確認するとともに、国及び空港会社は関係住民への周知を図るものとする。なお、混雑防止策については、国、県、関係市町及び空港会社との間で別途確認書を締結することとする。」と書いてございますが、まず、こちらにつきましては、尚書きで書いてございます別途確認書につきましては、１月31日付で、山武市さんと確認書を締結させていただいております。

　それで、こちらに飛行コースの変更については、別図３ということで、一番最後の図面を見ていただきたいと思います。一番最後のところに飛行ルートを書いた確認書の図面がございます。まず、この図面の中で、北風の運用時と南風の運用時に分けて、成田空港を離着陸する航空機の標準飛行コースを定めて書いてございます。

　まず、確認したものにつきましては、赤色の線につきましては、こちらは同時離陸に使用されるルートということで、ことしの秋以降を目途に進めてございますが、赤色の部分が追加、新設されるということで、なっております。

　それと、そのもう一つ下に、凡例で緑色の点線部分があります。こちらが混雑防止策で、高度変更をされるルートということで、「合意後早期に実施」と書いてございますが、こちらにつきましては、今現在、３月の、今月の27日から、このような形で運用を始めたいと思っております。

　それで、こちらにつきましては、南風運用時の図面を見ていただきたいと思います。成田空港を離陸した航空機が、九十九里海岸で、これまでは直進上昇するような形になっております。それが、混雑時に限るんですが、成田空港の騒防法の第１種区域、線路のあたりですかね、松尾の線路のあたりまで第１種区域は来ているんですけれども、そこを過ぎまして、高度6,000フィート、約1,800メートル、1.8キロ上がっていれば、その混雑時に限りまして、緑の点線で示してあるような、海岸まで行かずに飛行機を曲げると、曲げさせていただきたいと、このようなルートを新設することとしております。

　それで、現在、山武市さんのほうでも、この緑の点線部分で２カ所ほど、今週の火曜日から騒音測定を実施しております。変える前の音がどのくらいしていたかというのを、山武市さんの現在の市役所の部分と、あと、旧山武町さんの役場のところで、今２カ所ほど、そういうところを設けていただきまして、そこで私どもも１週間、実施前の騒音測定をしております。

　それで、このルート変更が、先ほどご説明したように、３月27日からとなっておりますので、３月27日以降、29日からの予定でやっておりますが、また、変更後の１週間につきまして、どのようなことになるかということで、騒音測定を実施させていただいております。そういうこととしております。

　なお、この飛行コースの変更につきましては、３月19日に住民の皆様へお知らせするということで、主要の新聞７紙ほどで、読売とか朝日の７新聞で、新聞折り込みで、住民の皆様にも、３月27日から、このような形で運用が始まるということをお知らせする、空港だよりという私どものものがございますが、それでお知らせすることとしております。

　申しわけございません、４番が残ってございまして、確認書の中で「環境対策・地域共生策の推進等について」ということで、空港会社は平成21年12月に公表した基本的な考え方について、これは環境対策、地域共生策をどのように進めていくかという16項目に分けた基本的な考え方というものがございますが、そちらについて、「速やかに実現を目指すこととし、四者において、その内容を検証・確認することとする。また、四者は、地元協議の過程で出された地域の意見や提案を尊重するとともに、引き続き、環境対策等について真摯に取り組むものとする。」ということで対応しております。

　５番につきましては、空港「容量拡大による環境等への影響調査等について」ということで、私ども空港会社は、「今後の発着回数の増加を踏まえ、生活環境等への影響を調査するとともに、その結果について、関係者と協議の上、地域にわかりやすい形で公表するものとする。」ということを確認しております。

　６番については、成田空港の買収地のことで、「千葉県及び９市町はその解決に向け協力することとする。」と、こちらについても確認しまして、以上、６項目を確認いたしまして、空港容量拡大（30万回）について、ご了解をいただいております。

　以上、簡単ではございますが、成田空港の容量拡大（30万回）についての説明とさせていただきたいと思います。ありがとうございました。

　ありがとうございました。

　毎日毎日、この上空を航空機が飛び交っているわけであります。30万回といいますと、今22万回で運用されているわけでありますけれども、それからかなり大幅に航空機が、この上を飛び交うということになるわけでありまして、さまざまなご懸念があろうかと思います。

　どうか、皆様の中で忌憚のないご意見、30万回に限らず、今皆さんの中で、飛行機、航空機の騒音その他について、ご質問があれば、いただきたいと存じます。

　それでは、私のほうから、先に少し皆さんでお考えいただく時間をいただきたいと思いますので、幾つか質問をさせていただきたいと思います。

　とりあえず、今22万回で運用されておりますね、それはそれぞれのＡ滑走路、Ｂ滑走路という言い方でよろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

それの運用の割合というんでしょうか、11万回ずつ、11万回ずつになっているのか、Ａ滑走路とＢ滑走路の運用状況について、お尋ねをさせていただきます。

　と申しますのは、その中で、Ａ滑走路というのは私が住んでいます上を大体航空機が飛んでいくというようなところであります。Ｂ滑走路を運用する飛行機というのは、蓮沼の端、川面、その上を飛んでいくんですね。

　最近、私はＢ滑走路のほうの運用についての状況が、かなり頻繁になってきているんでしょうかね、そちらの方々から、騒音がかなり回数が増えているのではないか、うるさいなというようなことを聞いておりましたので、その辺の運用状況について、まず、お尋ねをさせていただきたいと存じます、お願いします。

　それでは、私のほうから。もう一度、「現在と将来」の資料の７ページをちょっと見ていただくと、ご理解していただきやすいかなと思います。７ページの右下の「成田空港のポテンシャル」という表を見ていただきたいんですが、「空港容量拡大（30万回）に向けた取り組み状況」というこの中で、右下の赤と青の、要するに、赤がＡ滑走路という4,000メートルの滑走路、これが、今13万5,000回の枠で飛んでおります。実際に今、それに近い数字で飛んでいます。これが30万回になれば15万回ということですので、あと１万5,000回増えるという状況でございます。

　Ｂ滑走路のほうは、現状が青の数字で６万5,000回ということで、６万5,000回と13万5,000回を足すと20万回ということですので、現実このぐらいの飛び方をしております。これが15万回ということですので、そういう意味では、Ｂ滑走路のほうが増えてくると。現実的に２万回、これは20万回でこういう状態ですので、今22万回になったらどうなるかということで言いますと、Ａ滑走路は現時点ではまだ、１日370回という枠がございますので、実際は13万5,000回で変わりません。

　そうしますと、Ｂ滑走路のほうが8.5万回になるということで、２万回増えると。ですので、Ｂ滑走路だけに負担がいくというのが現実でございます。実際にはまだ、先ほどの数字で18万4,000回とか、今年度の見込みでいいますと19万4,000回と言われておるんですけれども、20万回ということですので、概ねこのグラフでいうぐらいの比率で飛んでいるというのが現状でございます。

　ただ、昨年の３月の夏ダイヤから、ちょっと変えた点は、今までは、滑走路が2,180メートルだったために、もう航空会社の何便は、例えば千歳行きはＢから出なさい、Ｂに降りなさい、というような、航空機に、あなたの滑走路はこちらですよと決めていたのを、それをなくして2,500メートルになったので、すべての航空機が降りられるということもあって、そういう航空機の便名で、あなたはＡとかＢというのを全部やめて、そういうこともあって、新規の航空会社も入れたというのもあるんですけれども、出発の貨物便なんかがヨーロッパへ行くだとか、アメリカの東海岸へ行くというのは、やはり4,000メートルの滑走路がないと飛び立てないとか、そういう制約はあるんですが、基本的にはＢ滑走路も同じように使えるということになったことから、主に到着便がＢを使い、Ａ滑走路は離陸中心になるような運用に現実的にはなっております。

　そのために、Ｂ滑走路のほうが、１日で言うと、今まで毎日170便ぐらい飛んでいたものが、今は200便近く、到着が中心に、出発のほうは10から20機ぐらいなんですけれども、そういう意味では、非常にＢ滑走路のほうに到着が増えていて、逆にＡが若干、Ａ滑走路のほうが、若干減少しているというような運用の仕方をしたために、Ｂ滑走路の方は特に、着陸が多いんですけれども偏りを感じているし、集中する時間帯が、やはり午後の１時から５時ぐらいまでの間、到着機のピークがございます。

　そういう時間帯ですと、２分に１機降りてくるような、そういうような状況がございますので、そういう意味では非常に、Ｂ滑走路のほうが、非常に増便しているなという感じを受けているというのが現状でございます。

　数字的にもやっぱり、そういうふうに動いてきているということですね。

　はい。

　わかりました。ありがとうございました。

　どうぞ、加瀬委員。

　それで、Ｂ滑走路のほうが、今、着陸が多いということになりましたけれども、これの騒音については測り直しはしたんですか、今までの地点だけで測っているということですか。

　そうですね。

　それで、今の地点によって、騒音監視地域ですか、そこの地域は蓮沼では、こちらの蓮沼出張所のほう、この近くでしょう。ところが、Ｂ滑走路になってから大分向こうへ行って、騒音が、私のほうなんかは両方に挟まれるような形になったんですよね。今まではこちら１本であったからいいんですけれども、今はもう、２分に１回と言いましたけれども、時間帯によったら、もう１分ぐらいで両方からこうやって来ているんですよね。

　それで、今は冬ですから、騒音について、うるさいなとは思っているんですけれども、夏になったら、窓を開けるようになったら、なおさらうるさいのではないかと、そう思っているんですけれども、そのＢ滑走路ができて、騒音の計量ですか、これはやったんですか。

　そうですね、ちょっと待ってください、私のほうから言いますけれども。

　そうですね。航空機が多分、Ｂ滑走路の上については、今、空港会社のほうから話がありましたように、本数が増えていますね。問題はこういうことなんですよ、騒音値の中には、十分納まっている、多分……。
　だけど……。
　だから、一般の受け取る方は、本数が出ればやっぱりうるさいと、つまり、今まで１回だったのが２回来れば、うるさい、うるさいになる。その辺のところもよく勘案していただいてお話しいただきたいと思います。

　それで、例えば、今これですと、測定局は上堺にありますね。その上境の測定は、Ｂ滑走路を使ったことによって、増えたことによって、騒音値というのには多少の動きがあったのでしょうか。それを含めて、今、加瀬委員からのお話を、お答えをいただきたいと思います。お願いします。

　それでは、また資料の５ページ、６ページをご覧いただくとわかりやすいと思うんです。資料の５ページ、６ページに騒音測定器の位置が出ていますので。

　今お話があったＡ滑走路の延長上の町では、山武市というと八田とか、松尾出張所、蓮沼という測定局がございます。Ｂ滑走路の延長ですと、横芝という、昔の横芝役場の近くと、上堺というところで監視をしておりまして、こういうものは24時間監視は継続して行っておりますので、その、９年の３月からの変動については、まだ速報値でしか発表されていないんですが、そういうものに対して、私ども、毎月どんな変化があるかは見てございます。

　ただ、実際にＢ滑走路のほうの騒音値がどうなってきたかということを見ますと、まず、飛行機というのは風に向かって飛びまして、夏は海風というふうにいいますか、海のほうから吹くので、南に向かって飛ぶという傾向になります。

　到着機が190便とかあるわけですけれども、ほとんど北側から降りてくる、風に向かって、海のほうに向かって降りるという状況が……。

……（地震のため一時中断）……

……（再開・以下概要）……
非常に大きな地震が発生したことから、本日の会議はこれにて閉会とします。次回の日程は、事務局において調整のうえ、あらためて連絡することとします。
　日中は忙しいので、次回は夜の開催にしていただきたい。

　承知しました。

　次回は夜間開催とし、本日の会議は閉会します。
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